
令和５年度
福島県立小高産業技術高等学校

マイスター・ハイスクール事業
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ふくしまの未来を創るテクノロジスト育成事業



南相馬市

原町市、小高町、鹿島町が合併（２００６年）
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国指定
重要無形民俗文化財

相馬野馬追

（雲雀ケ原祭場地）



【相馬野馬追最終日】

野馬懸
(相馬小高神社）

野馬追古来の姿を現在
に残す行事で、放たれた
野馬を神社境内に追い込
み、白装束の御小人が素
手で神馬を捕らえ奉納す
る神事。
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福島県立小高産業技術高等学校
生徒在籍数

本校の生徒在籍数
定員割れが続く

１年 ２年 ３年 合計 定員

工業科 ６３ ７９ ８８ ２３０ ３６０

商業科 ４９ ４３ ４８ １４０ ２４０

合計 １１１ １２２ １３６ ３７０ ６００

定員 ２００ ２００ ２００ ６００

Ｒ５入学生充足率

５６％

工業科希望者
の

減少傾向



• 南相馬市の人口 （4月30日現在）

• 小高区の人口 （4月30日現在）

2022年20才未満621人

2011年 69,488人

2023年 57,061人

小高産業技術高校

福島第一原発

学校の所在地と震災時からの人口変動

2011年 12,400人

2023年 6,434人

福島県南相馬市小高区吉名字玉ノ木平７８番地



平成２９年開校

工業科 商業科
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旧小高商業高校
旧小高工業高校 統合



専門高校への社会的ニーズ

産業構造・仕事内容の絶え間
ない変化に即応・同期化した
職業人の育成
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管理機関名（福島県教育委員会／南相馬ロボット産業協議会／福島県商工労働部）、福島県立小高産業技術高等学校 令和５年度マイスター・ハイスクール事
業

『ふくしまの未来を創るテクノロジスト育成事業』・・・急速に変化する産業構造や仕事内容に柔軟に対応でき
る資質・能力を身に付け、地域復興・創生への中核を担う「ふくしまの未来を創るテクノロジスト」を育成する。

事業目標

マイスター・ハイスクールビジョン

「次世代産業」に関する６つの分野について、各科の専門性を活かし、
知識・技術の向上・進化に繋げるための学習プログラムを展開する。

Challenge
集積させる新産業の高
度な知識や技術習得に
挑戦する力

Create
地域の実情を踏まえ
未来を創造する力

Continue
変革に対応し、目標達
成まで諦めることなく

継続する力

Cooperate
人間性を磨き他者と
協働する力

事業概要

地方創生・地域活性化

実施体制

マイスター・ハイスクール運営委員会

地域共創コンソーシア
ム

「マイスター・ハイスクールビジョン」の評価検証・改善、進捗管理

連携・協力

・事業の計画・評価・検証の検討。事業の推進
・『４C』＋『１Ｃ』の資質・能力の人材育成を実現する
ための教育課程の検討・刷新・編成
⇒【PDCAサイクルの構築】

≪マイスター・ハイスクールCEO≫
CEO：南相馬ロボット産業協議会会長
⇒職業人材育成システムの構築、事業における取組の実行統括
⇒大学等の高等教育機関、金融機関、産業界との連携業務

マイスター・ハイスクール運営委員会

CEO

ふくしまの未来を創るテクノロジスト育成事業

地域ならびにふくしまの創生に貢献できる力

＋『１
Ｃ』

（3年目）総括的・実践力の育成
（2年目）発展的応用力の育成
（1年目）基盤・基礎力の育成

ロボット技術
(災害・廃炉)

分析技術
(水質・大気・土壌)



生徒に身につけさせる力 ４Ｃ ＋ １Ｃ

Challenge （挑戦する力）

Create （創造する力）

Continue （継続する力）

Cooperate  （協働する力）
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Contribute

（貢献できる力）



運営組織

マイスターハイスクール運営委員会（年２回）
専門的見地から指導、助言及び評価

福島大教授、会津大特任教授、原町商工会会頭、
ゆめサポート南相馬取締役、南相馬市役所商工観光部理事、福島県商工

労働部再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ産業推進監兼次長、福島県教育次長、校長
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マイスターハイスクール推進委員会
（実働セクション毎月開催）

ＣＥＯ（南相馬ロボット産業協議会会長）、産業実務家教員１５名
校長、副校長、教頭２名、機械科長、電気科長、環境化学ｺｰｽ長
電子制御ｺｰｽ長、流通ビジネス科長、産業革新科（商業）長



１ マイスター・ハイスクールＣＥＯ
企業の現役役職者を事業の統括者 週２日（木・金）
フルで学校勤務 企画・連絡・調整・実施管理
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２ 産業実務家教員（１５名）による課題研究授業

産業界から最先端の知識・技術を指導
ﾀｹﾙｿﾌﾄｳｪｱ、ﾃｸﾉｱｶﾃﾞﾐｰ浜、東北大、東北学院大
日本ｵｰﾄﾏﾁｯｸﾏｼﾝ、大内新興化学工業、高山電業、会津大
東日本計算ｾﾝﾀｰ、南相馬市観光交流課、一般社団法人ｵﾑｽﾋﾞ

本事業の目玉



産業実務家教員（１５名）
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カテゴリー テーマ（講座）

1
ロボット技術

農業用応用ロボット製作 ﾀｹﾙｿﾌﾄｳｪｱ（山崎潤一）

2 シーケンス制御学習と資格取得
日本ｵｰﾄﾏﾁｯｸﾏｼﾝ（鈴木克弥・三瓶寿之）
高山電業８高山克男）

3 航空・宇宙 モデルロケットの製作と打ち上げ
千葉工業大（前田恵介）
ﾃｸﾉｱｶﾃﾞﾐｰ浜（渡邊真義）

4
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ

ＥＶカート製作
東北大学（鈴木高宏）
ﾃｸﾉｱｶﾃﾞﾐｰ浜（成瀬哲也）

5 ワイヤレス給電 東北学院大（佐藤文博）

6

分析技術

水質改善 大内新興化学工業（志賀敏文）

7 空間放射線量測定
日本原子力研究開発機構
（中井俊郎・他研究員）

8

制御技術

AI画像認識とｱｰﾑﾛﾎﾞｯﾄ制御 会津大学（成瀬継太郎）

9 ﾄﾞﾛｰﾝ連隊飛行
東日本計算ｾﾝﾀｰ
（大平政治・佐藤聖吾・小林清志・羽賀公亮）

10
スマートシティ

相双アンバサダーの育成 南相馬市観光交流課（海老名斉）

11 地元企業の課題解決 オムスビ（森山貴士）



管理機関名（福島県教育委員会／南相馬ロボット産業協議会／福島県商工労働部）、福島県立小高産業技術高等学校 令和５年度マイスター・ハイスクール事
業

ふくしまの未来を創るテクノロジスト育成事業

■環境化学コース

・化学実験の基本操作の習得
・基本的な化学分析および実験等の分析
技術の基礎の習得

・南相馬の環境調査を通した実践的な分
析技術の習得

・南相馬の環境調査結果を基にした水質
改善への取組

【連携・協力】
○福島ロボットテストフィールド
○大内新興化学工業、南相馬市水道局
○日本原子力研究開発機構

■商業科
(産業革新科/流通ビジネス科)

■商工連携
・デジタル地域通貨の活用に向けた実践
学習、地域課題の解決に向けた取組

・英語を交えたガイドができる南相馬地
域のアンバサダーの育成

・ＳＮＳやＷｅｂ技術を活用した地域・
学校紹介コンテンツの作成

・南相馬市の１０年後に向けた街づくり

【連携・協力】
○東北大学、南相馬市
○一般社団法人オムスビ、地域企業

■工業科全科
■商業科

・宇宙関連施設への視察研修
・航空関連産業に使用される金属材
料
についての学習

【連携・協力】
○JAXA筑波宇宙センター(研修・講話)
○テクノアカデミー浜

スマートシティ
(MT・観光資源)

■電子制御コース
■電気科

・ドローンの編隊飛行プログラムの作成
・マイコンカーラリー全国大会上位進出
・AＩ技術に関するプログラミング学習
・画像認識で動作するアームロボットの
操作プログラムの作成

【連携・協力】
○南相馬ロボット産業協議会
○東日本計算センター
○イームズロボティクス株式会社

■機械科 ■電気科
■電子制御コース

・地域農業の課題を解決する農業用ロ
ボットの製作

・遠隔制御ロボットの製作
・南相馬市に由来したエンターテインメ
ント機器の製作

・技能検定電子機器組立てへの挑戦

【連携・協力】
○タケルソフトウェア
○高山電業株式会社、株式会社栄製作所
○福島ロボットテストフィールド

■電気科
■機械科

・学科連携による電気自動車の製作
・太陽光、燃料電池自動車の製作
・ＣＱＥＶミニカートレース上位進出
・南相馬市におけるＥＶカーレース開催
・移動中の給電が可能な試作型次世代モ
ビリティの製作、実用化に向けた提案

【連携・協力】
○東北大学、東北学院大学
○テクノアカデミー浜、CQ出帆
○福島ロボットテストフィールド

ロボット技術
(廃炉・災害)

制御技術
(AI・ドローン)

本
校
紹
介
・
概
要
説
明



育成したい4つの資質・能力

Challenge

[挑戦する力]

Create

[創造する力]

Continue

[継続する力]

Cooperate

[協働する力]

ロボット技術に関
する高度な知識と技
術の習得に挑戦し、
新たなロボット技術
の習得に向けて行
動・実践することが
できる。

地域課題の解決と未来
につなげるための独創
的なロボット技術の活
用法について自己の解
を導き出し、提案する
ことができる。

ロボット技術に関す
る学習を通して、地域
の課題を発見し、解決
に向けて継続的に実践
することができる。

ロボット技術の学習
活動を通して、他者
と協働し、協力して
課題を解決する活動
を進めることができ
る。

１ ロボット技術（災害・廃炉）

機械科×産業革新科



【主な取組内容】
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１）手動ロボットならびにセンサ入力を用いた農業用自動

制御ロボットの製作
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フレーム製作CADによる設計 組み立て

スプロケット加工 ﾀｲﾔ･ﾁｪｰﾝ取り付け モーター取り付け



農業用自動制御ロボット
「ネモット」
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・１２Vバッテリー
モーター駆動

・ノーパンクタイヤ装備
・積載可能重量 １００㎏
・ボタン制御可能
・センサー制御可能

ロ

ボ

ッ

ト

技

術

（

工

業

）



育成したい４つの資質・能力

Challenge

[挑戦する力]

Create

[創造する力]

Continue

[継続する力]

Cooperate

[協働する力]

再生可能エネルギー分野に
関する高度な知識や技術習
得に挑戦し、新たなエネル
ギーの活用に向けて行動・
実践することができる。

地域課題の解決と未来へつな
げるための独創的な再生可能
エネルギーの活用法について
自己の答えを導き出し、提案
することができる。

再生可能エネルギーに関す
る学習を通して、地域の課
題を発見し、解決に向け継
続的に実践することができ
る。

学習活動において、他者と協働
で、協力して課題解決に向け、
再生可能エネルギーにおける学
習活動をすすめることができる。

学

習

効

果

新技術研究
EV、水素燃料
電池車の製作
EVレース参加

学科連携、他校連携、企業連携

相双EVレース開催

２ 再生可能エネルギー（水素・太陽光・風力）

機械科×電気科×商業科



１）ＥＶの製作に取り組むための知識・技術の習得に向けた学習プログラム

ＥＶを設計・組み立てEV耐久レースに出場した

３）次世代エネルギーの知識・技術の習得に向けた学習プログラム
次世代モビリティ、EVバス、自動運転車、歩行用ＥＶの実機試乗体験等

２）水素エネルギーの知識・技術の習得
・トヨタ「ＭＩＲＡＩ」開発説明や実車見学
・燃料電池組み立て学習

【主な取組内容】



マイスターハイスクール事業で学
んだことをもとに

本校で立ち上げた

EVレース大会

令和５年１１月２７日（月）

商業科と電気科のコラボイベント
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４）オリジナル水素燃料電池車のゼロからの製作

令和５年度スタート！！ → 今年度完成を目標！！

１年次から水素の学習

溶接技術を習得 自動車の原理を学習
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令和５年度中にミニカー
登録→公道を走る計画！！

脱炭素社会・SDGsへ
まっしぐら



23

５）ワイヤレス給電の研究（電気科）
東北学院大学の技術指導を受けて研究中

走行中ワイヤレス給電
水中ワイヤレス給電

そして！！ 飛行ドローンへのワイヤレス給電に挑戦！！

水中ワイヤレス給電

最終ミッションへの挑戦
（年内完成目指して現在取組
中）

ピカッ！！

走行中ワイヤレス給電



育成したい４つの資質・能力

Challenge

[挑戦する力]

Create

[創造する力]

Continue

[継続する力]

Cooperate

[協働する力]

制御技術分野に関する高
度な知識や技術習得に挑
戦し、新たなAI・ドロー
ン技術の活用に向けて行
動・実践することができ
る。

地域課題の解決と未来へ
つなげるための独創的な
制御技術の活用法につい
て自己の解を導き出し、
提案することができる。

制御技術に関する学習を通
して、地域の課題を発見し、
解決に向けて継続的に実践
することができる。

制御技術の学習活動を通
して、他者と協働し、協
力して課題を解決にする
活動を進めることができ
る。

資格試験（電気工事士、技能検定）の学習

地元企業の課題解決（企業連携）

産業実務家教員との連携

学科連携

３ 制御技術（ＡＩ・ドローン）

電子制御コース×電気科



１）ドローンプログラミングの知識・技術の習得

ドローンプログラミング飛行原理や編隊飛行の習得

２）画像認識による自動運転技術の学習

マイコンカーラリー製作を通じてセンサやモーター制御、走行
ライン制御について学習した。福島県大会優勝で全国大会出場

【主な取組内容】



ドローン8台による連帯飛行
産業実務家教員による指導



27

３）電気工事士・シーケンス制御の学習

産業実務家教員から技術指導を受けて学習



４ 分析技術（水質・大気・土壌・放射線）に関する分野

育成したい４つの資質・能力

Challenge

[挑戦する力]

Create

[創造する力]

Continue

[継続する力]

Cooperate

[協働する力]

分析技術に関する知識や
技術習得に挑戦し、地域
の環境問題の解決に向け
て考えることができる。

地域環境における正確な分
析結果をもとに、地域再
生・未来創成に向けた分析
データの活用法について提
案することができる。

分析技術の学習を通して、
地域課題について発見し、
解決に向け継続的に実践
することができる。

学習活動において、他者
と協働で、協力して課題
解決に向け、分析技術に
関する分野における学習
活動をすすめることがで
きる。

南相馬市の環境問題の解決についての学習（地域連携）

地元企業から技術指導（企業連携）

環境化学コース



１）環境分析を通して環境問題を考察する学習プログラム

相双地域における環境問題を理解し、実践的な分析技術の学習
福島水素エネルギー研究フィールド見学、水道局小高第二浄水場見学
化学工業工場長講演等

２）南相馬市及び周辺市町村の環境調査（水質、大気、土壌、放射線）
を行い実践的な分析技術習得を図る学習

日本原子力研究開発機構、オリエンタルモーター、デンロコーポレーションと連携
（原子吸光分析、イオンクロマトグラフ分析、ガスクロマトグラフ分析、放射線測定）

【主な取組内容】
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３）震災で失われかけた、福島県浪江町の
大堀相馬焼の学習

31

・走り馬の絵の練習

・校地から粘土を採取して放射能分析を行い、大堀相馬焼き協同組
合から指導を受けて取り組んでいる。



育成したい4つの資質・能力

Challenge

[挑戦する力]

Create

[創造する力]

Continue

[継続する力]

Cooperate

[協働する力]

航空・宇宙産業分
野において積極的に
理解を深め、学習活
動に取り組む事がで
きる。

航空・宇宙産業の技術
を活用し、地域課題・
創生につなげるための
新たなビジネスアイデ
アを導き出し、提案す
ることができる。

実践活動を通して、
評価・改善を行いなが
ら、新たな課題を設定
し、取り組もうと意欲
を持って臨むことがで
きる。

航空・宇宙産業につ
いてりかいを深め、
他者（企業・行政
等）と連携し具現化
するための活動を行
うことができる。

５ 航空・宇宙産業

工業科



オンライン授業

１）外部講師による授業
有人宇宙システム株式会社
テクノアカデミー浜
インターステラテクノロジズ

２）筑波宇宙センター見学
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３）モデルロケットの製作と打ち上げ

令和５年11月11日（土）
「高校生ロケットチャレンジ」に出場

テクノアカデミー浜の技術協力と千葉工業大学の支援を受け
てモデルロケットを作成

千葉工業大学前田恵介先生
によるモデルロケットライ
センス講習会



６スマートシティ（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・観光資源）

育成したい４つの資質・能力

Challenge

[挑戦する力]

Create

[創造する力]

Continue

[継続する力]

Cooperate

[協働する力]

地域の課題発見・解決に
挑戦し、活気のある町づ
くりに向けて行動・実践
することができる。

地域の課題の原因を探り、
その解決方法を考え提案
することができる。

地域の課題解決案を実践し、
PDCAサイクルを活用して、
粘り強くより良い解決策を
見い出すことができる。

仲間や企業・自治体とと
もに地域の課題を発見し、
その解決策を協働で考え
実践することができる。

地域通貨についての学習（地域連携）

地元企業の課題解決（企業連携）

相双アンバサダー（地域連携）

SNSでの発信
（学科連携）

商業科
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１）地域産業の活性化につなげるための「地域通貨」の導入・運用の学習

地域限定商品券事業や地域通貨「優路」の仕組みと内容の学習

２）地域企業の課題解決を目標として継続して地域創生に取り組むための技術
力や思考力を育成する学習（地元企業のお困りごと解決！）

地元企業４社と連携し、それそれが抱える課題の実態調査を行い改善策を共に考え実践する取組

【主な取組内容】



アメリカペンドルトン市からの留学生への英
語による相双地区の紹介（プレゼン）

37

３）相双アンバサダーの学習

産業実務家教員案内による現地調査
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専門高校の魅力とは

おわりに

39

産業界で大いに活躍するための

専門分野の知識・技術の礎を習得すること。

変化の激しい今！！

専門的知識・技術はリアルタイムで革新



生徒たちが即戦力となるスキルを身に着ける必要性

おわりに２
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創造力や課題解決力を身に着け

未来のテクノロジー界で活躍する

プレーヤーを育成
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マイスターハイスクールで得た知見を元に
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Ｒ６入学生
教育課程の開発

３年次課題研究につ
なげるための２年次
学校設定科目
（相双産業力学）

の設置人口減少による
学級減の波
（商業科１クラス減） 商業科の学科改編

ビジネスパイオニアコース



今後の展望 キーワード
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脱炭素社会・脱炭素行動
ＳＤＧｓ
水素エネルギー
再生可能エネルギー
電気自動車
デコ活（新しい豊かな暮らし）



関係各位の皆様
ありがとう
ございました。
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